
   

み
な
さ
ん
は
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
診
し
て
い
ま
す
か
？ 

日
本
に
お
け
る
死
因
の
一
位
は
が
ん
で
、
約
二
人
に
一
人
は
が
ん
に

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
検
診
に
よ
る
早
期
発

見
・
治
療
で
死
亡
率
が
低
下
す
る
と
証
明
さ
れ
て
い
る
が
ん
の
一
つ 

「
子
宮
頸
が
ん
」
に
関
す
る
お
話
で
す
。 

------------------------------------------------------------------- 

★

子

宮

頸

が

ん

と

は

★ 
------------------------------------------------------------------- 

子
宮
は
赤
ち
ゃ
ん
を
育
て
る
子
宮
体
部
と
、
出
産
の 

と
き
に
産
道
の
一
部
に
な
る
子
宮
頸
部
に
分
け
ら
れ 

ま
す
。
こ
の
子
宮
頸
部
に
発
生
す
る
が
ん
を
子
宮
頸 

が
ん
と
い
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
毎
年
約
一
万
人
の 

女
性
が
子
宮
頸
が
ん
に
か
か
り
、
約
三
〇
〇
〇
人
の 

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
な
り
や
す
い
年
齢
は
？ 

三
〇
～
四
〇
代
が
ピ
ー
ク
で
比
較
的
若
い
世
代
に
多
い
で
す
。 

二
〇
代
後
半
か
ら
増
加
し
、
五
〇
代
以
降
の
発
症
も
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

●
原
因
は
？ 

①
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
） 

子
宮
頸
が
ん
は
九
五
％
以
上
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
長
期
間
の
感
染
が
原
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
的
な
接
触
に
よ
っ
て
男
性
に
も

女
性
に
も
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
性
交
渉
の
経
験
が
あ
る
女
性

の
五
〇
～
八
〇
％
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

②
生
活
習
慣 

子
宮
頸
が
ん
発
症
の
要
因
と
し
て
、
喫
煙
や
飲
酒
、
肥
満
も
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
見
直
し
も
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
に

は
重
要
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。  

 

●
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
ら
？ 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
感
染
し
た
場
合
、
多
く
は
二
年
以
内
に
自
然
治
癒
し
、

問
題
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
一
方
で
、
感
染
が
長
期
間
持

続
し
、
自
然
治
癒
し
な
か
っ
た
一
部
の
方
が
『
異
形
成
』
と
呼
ば

れ
る
前
が
ん
病
変
を
経
て
、
数
年
～
数
十
年
か
け
て
子
宮
頸
が
ん

へ
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

異
形
成
や
が
ん
の
ご
く
初
期
で
発
見
で
き
れ
ば
、
早
期
治
療
で
完

治
す
る
可
能
性
が
高
く
、
手
術
に
よ
る
身
体
の
負
担
も
軽
減
さ
れ

ま
す
。
そ
の
場
合
、
妊
娠
・
出
産
も
望
め
ま
す
し
、
手
術
に
よ
る

合
併
症
も
少
な
い
た
め
、
そ
の
後
の
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

------------------------------------------------------------------- 

★

子

宮

頸

が

ん

検

診

で

早

期

発

見

★ 
------------------------------------------------------------------- 

現
在
、
一
般
的
に
行
わ
れ
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
は 

『
細
胞
診
』
で
す
が
、
日
本
の
子
宮
頸
が
ん
検
診 

受
診
率
は
約
三
〇
％
で
あ
り
、
欧
米
諸
国
が
七
〇 

～
八
〇
％
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
ま
だ
ま
だ 

少
な
い
と
い
え
ま
す
。 

 

●
検
診
の
頻
度
は
？ 

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
よ
り
二
〇
歳
代
で
は
二
年
に
一
回
の
細
胞
診 

三
〇
歳
以
上
で
は
二
年
に
一
回
の
細
胞
診
ま
た
は
五
年
に
一
回
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
検
査
（
※
）
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
異
常

が
な
か
っ
た
場
合
で
あ
り
、
一
度
で
も
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は

産
婦
人
科
医
の
指
示
に
従
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
痛
み
は
あ
る
？ 

性
交
渉
の
経
験
が
な
い
方
は
、
検
査
に
痛
み
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
使
用
す
る
器
具
の
サ
イ
ズ
の
調
整
や
潤
滑
剤
の
使
用
で
痛
み

を
軽
減
で
き
ま
す
。
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
そ
の
ほ
か
の
婦
人
科
疾

患
を
発
見
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
特
に
月
経
不
順
や
不
正
出
血 

持
続
す
る
下
腹
部
痛
な
ど
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
際
は
、
一
度
、
産

婦
人
科
へ
の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

●
何
歳
ま
で
受
け
た
ら
い
い
の
？ 

厚
生
労
働
省
の
指
針
で
は
、『
特
に
受
診
を
推
奨
す
る
の
は
二
〇
歳

以
上
六
九
歳
以
下
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
七
〇
歳
を
超
え

る
と
子
宮
頸
が
ん
に
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
二

〇
歳
か
ら
六
九
歳
ま
で
二
年
に
一
回
の
検
診
を
受
け
続
け
て
異
常
が

な
か
っ
た
場
合
、
七
〇
歳
か
ら
一
〇
年
間
は
ほ
ぼ
子
宮
頸
が
ん
は
発

症
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
。 

六
九
歳
ま
で
に
検
診
の
受
診
歴
が
長
期
間
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
子

宮
頸
が
ん
の
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
上
記
の
年
齢
を
超
え
て
も
受
診

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。 

 

※
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
に
つ
い
て 

Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
種
類
は
一
〇
〇
種
類
以
上
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
が
ん
と
関

係
の
あ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
タ
イ
プ
（
約
一
五
種
類
）
に
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
、
ま
た
、
感
染
し
て
い
る
ハ
イ
リ
ス
ク
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
型
が
何
か
を

検
査
し
ま
す
。 

細
胞
診
の
際
に
採
取
し
た
同
じ
細
胞
を
利
用
し
て
検
査
（
同
時
実
施
）

も
可
能
で
す
。 

検
査
感
度
が
高
く
、
定
期
健
診
と
し
て
導
入
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り

ま
す
。 

------------------------------------------------------------------- 

★

Ｈ

Ｐ

Ｖ

ワ

ク

チ

ン

で

の

予

防

★ 
------------------------------------------------------------------- 

現
在
、
日
本
で
接
種
さ
れ
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
二
価
、
四
価
、

九
価
の
三
種
類
が
あ
り
、
こ
れ
は
予
防
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
数
を
表
し
て

い
ま
す
。 

最
近
で
は
、
予
防
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
数
が
多
い
九
価
の
接
種
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
九
価
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
八
～
九
割
の
子
宮
頸
が
ん
が
予
防 

 

●
い
つ
受
け
れ
ば
い
い
の
？ 

一
二
～
一
六
歳
の
女
子
は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定
期
接
種
と
し

て
公
費
に
よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

二
六
歳
ま
で
に
接
種
を
す
る
と
、
前
が
ん
病
変
の
発
生
が
減
少
す
る

こ
と
も
わ
か
っ
て
お
り
、
早
期
接
種
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す 

 

●
効
果
は
ど
の
く
ら
い
？ 

一
二
～
一
六
歳
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
と
、
二
六
～
三
〇
歳
ま
で
は

ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
接
種
後
は

抗
体
が
低
下
す
る
も
の
の
、
一
定
の
値
を
保
ち
、
性
交
渉
に
よ
り
自

然
感
染
し
た
場
合
よ
り
も
高
い
抗
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。 

 

●
男
性
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
？ 

日
本
で
は
九
歳
以
上
の
男
性
が
四
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で

き
ま
す
。 

男
性
が
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
宮
頸
が
ん
の
予
防
だ
け
で
な
く 

中
咽
頭
が
ん
や
肛
門
が
ん
な
ど
に
か
か
る
リ
ス
ク
も
減
少
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
欧
米
諸
国
で
は
公
費
で
接
種
可
能

で
、
接
種
率
八
〇
％
を
超
え
る
地
域
も
あ
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
の
感
染
や
前

が
ん
病
変
の
発
生
が
低
下
し
て
い
ま
す
。 

一
方
、
日
本
で
は
、
男
性
へ
の
接
種
が
定
期
接
種
で
な
い
た
め
、
費

用
は
接
種
者
の
全
額
負
担
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
接
種
が
進
ま
な
い

の
が
現
状
で
す
。 

 

●
副
作
用
は
大
丈
夫
？ 

国
内
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
副
作
用
が
疑
わ
れ
た
こ
と
か
ら
接

種
が
控
え
ら
れ
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
厚
生
労
働
省
の
調
査
か
ら
も
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

安
全
性
に
特
段
の
問
題
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

と
検
診
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
的
な
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
、
接
種
を
迷
っ
て
い
る
方
は
、
お
近

く
の
産
婦
人
科
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

-------------------------------------------------------------- 

★

最

後

に

・

・

・

★ 
-------------------------------------------------------------- 

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
発
症
を
予
防
で

き
、
検
診
で
前
が
ん
病
変
を
早
期
発
見
す
る
こ
と
で

が
ん
へ
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
々
忙

し
い
生
活
の
中
で
も
自
分
自
身
の
か
ら
だ
に
関
心
を

も
っ
て
、
定
期
的
な
検
診
と
適
切
な
医
療
機
関
の
受

診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
婦
人
科
医
【
Ｙ
・
Ｉ
】 
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 ～検診やワクチンで子宮頸がんを予防しよう～ 

可
能
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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